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　明治大学図書館情報学研究会では、今年度も、
2回の例会とシンポジウムを開催した。6月に
実施した第1回例会では、「ドイツにおける青少
年図書館サービス」をテーマに、ハンブルク公
共図書館分館「Hoeb4U」長のジャネット・アッ
バベルガー氏に基調講演を行っていただいた。
講演内容の詳細は『明治大学図書館情報学研究
会紀要No．4』（2013）を参照されたい。また、
同例会では国立国会図書館の伊藤白氏にもドイ
ツの図書館の概要についてご報告をいただいた。
　10月には、「文化資源としてのマンガ資料と図
書館・博物館のサービス」をテーマに、シンポジ
ウムを開催した。シンポジストとして、表智之氏
（北九州市漫画ミュージアム専門研究員）、村木美
紀氏（同志社女子大学准教授）、斎藤宣彦氏（米
沢嘉博記念図書館）をお招きし、マンガ資料につ
いて図書館と博物館の視点から、多角的に資料的
価値とともに、収集・組織化・展示・提供の意義
と手法について論じていただいた。ご発表内容
は当年報に掲載されているので、参照されたい。
　12月の例会では、「今、公共図書館で司書と
して働くということ」と題して、元我孫子市民
図書館館長の井上玲子氏にご講演をいただいた。
公共図書館の現状と課題について幅広い観点か
らのご説明は、司書を目指す学生にとって、図
書館現場の実情を知る有意義な機会となったの
ではないかと思われる。
　さて、2012年度から、図書館法施行規則の改
正にもとない、新カリキュラムによる授業を開始
した。新カリキュラムによって、司書養成のた
めの教育内容が体系化され、系統化されたこと
により、カリキュラムにおける各科目の位置づけ
がより明確となったことにより、受講生による司
書課程の学修の、より一層の向上が期待される。
　昨年に引き続き11月には、当課程の受講生を
対象に、図書館情報学検定試験（日本図書館情報
学会）を本学において実施した。本検定試験は、
受講生の理解度が十分でない領域の把握や、FD
活動の一環として位置付け、教育内容の改善の
一助としても活用していきたいと考えている。
　当課程で開講しているeラーニング（メディ
ア授業）については、2012年度からの新カリ
キュラムの導入に伴い、コンテンツを大幅に改
訂し、新設科目のコンテンツの作成により、新
カリキュラムによる授業を展開している。
　さて、当課程では、2008年に、現場の図書
館サービスを取材したDVD教材を制作し、本学
受講生のみならず、学外の司書課程開設大学や
公共図書館などにも、無償で配布させていただ
いた。今年度は、新カリキュラムの開講に合わ
せて、前版のDVD教材を改訂・拡充した『多様
な側面からとらえた図書館サービスー情報技
術、運営形態、連携協力、施設計画一』を制作
した。当改訂DVDについても、大学・短期大学
の司書課程における授業用教材、公共図書館の
図書館員などを対象とした研修用教材としてご
活用いただければ幸いである。入手方法につい
ては、当研究会のHPをご参照されたい。
　今年度の特別講義については、小川徹先生に
ご担当いただいた。司書講習のほうでは、新任
の兼任講師として松本直樹先生をお迎えした。
　最後に、2006年度から7年間にわたり当課程
の兼任講師をお務めいただいた松下鈎先生が、
2012年度をもって退任される。長きにわたり、
本学における司書養成にご尽力いただき、誠に
ありがとうございました。
　嘱託職員の福永路子さんが、任期満了により、
今年度をもってご退職される。課程室の運営に
ご尽力いただき、深く感謝申し上げる。
　退職される当課程のTAの方々（廣岡由佳理
さん、篠原麻里さん、田中瑛莉加さん）にも、
お礼を申し上げたい。
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